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◎ 明るい豊かな社会を実現するためにあなたが考える「理想の委員長」とは？ 

（400 字程度） 

  
私の考える理想の委員長とは、２つあります。１つ目は、明るい豊かな社会に向けて委員会メンバー

の思いや考え・アイディア・情熱などの方向性を議案で示す事です。とはいっても議案は１人で作るも

のではありません。議案作成における様々な工程をしっかりと把握し、聞き取りはもちろんメンバーの

意見や思いをしっかりとくみ取り、議案に反映させていきます。意見の収集ができなく方向性を見失う

こともあります。作業が多くて抱え込む事もあるかもしれません。しかし、そんなときこそしっかりと

メンバーの意見・思いに向き合い、副委員長と協力して進めていきます。しっかりと聞く耳を持ち、思い

やりと信念を持って議案に向き合うことで委員会の方向性を示すことができると考えます。 
２つめは、メンバーの成長の機会を提供する事だと考えます。機会の提供はメンバーの得意不得意を

しっかりと把握し、効率のみを求めず成長の機会の提供を行うと共に、メンバーで助け合う事で１年を

通してメンバーが成長できるよう心がけます。以上が、理想の委員長です。 
 
 

◎ 明るい豊かな社会を実現するためにあなたが考える「理想の委員会運営」とは？ 

（400 字程度） 
 私の考える理想の委員会運営は、委員会メンバー各々が楽しく活動する必要があると考えます。その

為には３つ要点があると考えます。 
１つは、メリハリある委員会を行うために副委員長と共にしっかりとしたスケジュール管理した委員

会運営を行う事です。委員会の準備、開催連絡、打ち合わせの準備など、スケジュール管理を行うことが

大切です。 
２つめは、情報共有を行う事です。委員会進捗状況の共有を行う事はもちろんのこと、理事会での各

委員会進捗や報告をしっかりと持ち帰り、鳥取青年会議所がどのように動いているのか、どのように進

んでいるのか委員会メンバー全員が共有し進んでいく事です。 
３つめは、思いやりを持って委員会メンバーが行動できる運営を心がける事です。メンバーとのコミ

ュニケーションをとりながら、副委員長としっかり話し合いながら進めていきます。委員会で思いやり

を持てることが上記の内容を達成させることにつながると考えます。 
以上、私が考える明るい豊かな社会を実現するために考える「理想の委員会運営」です。 


